
200 kanjis 

１３－１ 新しいかん字 （童 ・ 幸 ・ 福 ・ 央 ・ 横 ・ 宮） 

 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 

 

 

        
 
 
 
 
         

 
 
 

 

 
 
 
 
 

   

 

 

 

中央
ちゅう おう

centro 

王宮 
おう きゅう 

palacio 

童話 
どう  わ 

cuento / historia 

幸福
こう ふく 

felicidad 

横 
よこ 

lado / al lado 
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200 kanjis 

１３－２ 読めるかな？ （童 ・ 幸 ・ 福 ・ 央 ・ 横 ・ 宮） 

● ( )の 中に ひらがなで かん字の 読みかたを 書いて ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横

          

    

王宮 

 

   

中央 

 

(      ) (      ) (      ) 

(      ) (      ) 

   

童話 

 

   

幸福 

 

62



200 kanjis 

１３－３ 書けるかな？ （童 ・ 幸 ・ 福 ・ 央 ・ 横 ・ 宮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横 横 横 横 横 横 横 横 横 横 横 横 横 横 横 

童 童 童 童 童 童 童 童 童 童 童 童 

宮 宮 宮 宮 宮 宮 宮 宮 宮 宮 

央 央 央 央 央 

幸 幸 幸 幸 幸 幸 幸 幸 

横 横 横    

央 央 央    

幸 幸 幸    

童 童 童    

福 福 福    
福 福 福 福 福 福 福 福 福 福 福 福 福

宮 宮 宮    
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200 kanjis 

１３－４ 読んでみよう！書いてみよう！ （童 ・ 幸 ・ 福 ・ 央 ・ 横 ・ 宮） 

● ( )の 中に ひらがなで かん字の 読みかたを 書いて ください。 

①本箱
ばこ

の 横（   ）に 犬が います。 

②王宮（     ）には、 

王さまが すんで います。 
 

③むかし、幸福（    ）な王子さまがいました。 
 

④お母さんは、ねる 前に 童話（    ） 

を 読んで くれます。 
 

⑤公園の 中央（      ）に ふん水が あります。 

 

● □に かん字を 書いて ください 

 

①       を 読みます。 

 

②   に        な王子
お う じ

が いました。 

 

③    の ながさを はかります。 

 

④リングの         を すべります。     

ふん水：fuente (de agua) 

ど う わ 

こ う ふ く お う きゅう 

よ こ 

 

ちゅう お う
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200 kanjis 

１３－５ つぎの 童話を 読みましょう。 （童 ・ 幸 ・ 福 ・ 央 ・ 横 ・ 宮） 

● つぎの 童話を 読みましょう。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             「うさぎと かめ」 

         うさぎと かめが どちらが速いか 

走る きょうそうをしました。 

うさぎが、「かめは おそいから、 だいじょうぶだ！」

と思って休んでいる間に、かめは さきに行ってしまい

ました。 

 

          幸福な 王子
お う じ

 

  
ある ところに、うつくしい 王子が いました。でも、王子は  

病気に なって しにました。町の 人たちは、 広場
ひろば

の 中央に 「幸福な

王子」の どうぞうを たてました。王子の どうぞうは、体は 金
きん

色で

した。目は、ほう石
せき

でした。 

 つばめが とんで きて、王子の どうぞうの かたに とまりました。

王子は、ないて いました。つばめは、びっくりしました。王子は、 

言いました。「王宮に いた ときは、幸福でした。でも、王宮の 外の 

ことは 知りませんでした。でも、今 ここから 王宮の 外を 見ると、

かわいそうな 人が たくさん います。わたしの 目に 入って いる  

ほう石と、わたしの 体の 金を かわいそうな 人たちに あげて 

ください。わたしは、どうなっても、いいのです。」 

つばめは、王子の 体の ほう石
せき

と 金
きん

を 苦しんで いる 人の ところ

へ もって いきました。たくさんの 人を たすける ことが  

できました。 

そして、その後 つばめは、寒さの ため、しんで しまいました。 

王子は、目が なくなり、体も きたなく なりました。町の 人たち

は、どうぞうが きたなく なったので、すてる ことに しました。 

王子の 体と、王子の 足の 近くで しんでいた つばめの 体を 火で

やきました。でも、王子の 心
しん

ぞうと、つばめの 体は、どうしても  

もえませんでした。 

神さまは、王子の 心ぞうと、つばめの 体を、 天国
てんごく

に持って 

行きました。                    

どうぞう：estatua 金：ouro 
ほう石：joya / piedra preciosa 

王子：príncipe 

神さま：Dios 天国：cielo / paraíso

心ぞう：corazón 

オスカー・ワイルド「幸福な王子」より 
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